
m
＝
申
し
込
み
先　
　

☎
＝
電
話
番
号　
　

  

＝
Ｅ
メ
ー
ル

t
＝
問
い
合
わ
せ
先　

9
＝
フ
ァ
ク
ス
番
号　

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マ
ー
ク

の
説
明

¥0 参加費用無料
高齢者・障害者対象情報ボックス

お
知
ら
せ

催　
　

し

ス
ポ
ー
ツ

募　
　

集

子

育

て

健

康

し
み
ん
の
掲
示
板

対
す
る
意
見
の
提
出
、
市
議
会
活
動
の
市
民

へ
の
周
知
、
レ
ポ
ー
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な

ど　

●
対
象
＝
平
日
に
開
催
さ
れ
る
市
議
会

の
会
議
の
傍
聴
が
可
能
な
20
歳
以
上
の
市
民　

●
募
集
人
員
＝
若
干
名
（
多
数
の
場
合
は
選

考
）　

●
任
期
＝
4
月
1
日
〜
来
年
3
月
31

日　

●
報
奨
金
＝
年
額
1
万
円

m
t
2
月
18
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵
送

か
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
簡
単
な
応
募
動
機
を
書

い
て
〒
574 － 

8
5
5
5
議
会
事
務
局
☎
870
・

0
7
6
3　

gikai@
city.daito.lg.jp

大
東
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

市
で
は
、
循
環
型
社
会
の
形
成
と
廃
棄
物

の
適
正
な
処
理
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
計
画
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
き
制
度
に
基
づ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
と
き
＝
2
月
8
日
㈫
〜
28
日
㈪　

●
対
象

＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
法
人
な
ど

の
団
体　

●
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
環
境
政
策
課
、
ア
ク
ロ
ス

の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

m
t
郵
送
（
必
着
）
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
意

見
を
書
い
て
〒
574 － 

8
5
5
5
環
境
政
策
課

☎
870
・
4
0
1
4　

f
870
・
9
6
0
8　

kansei@
city.daito.lg.jp

ス　

ポ　

ー　

ツ

市
民
体
育
館

レ
デ
ィ
ー
ス
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

●
と
き
＝
3
月
5
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後
6

時　

●
内
容
＝
予
選
リ
ー
グ
後
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦　

●
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
16
歳

以
上
の
女
性　

●
費
用
＝
750
円　

●
そ
の
他

＝
当
日
抽
選
で
ペ
ア
を
決
定

m
t
2
月
25
日
ま
で
に
別
宮
☎
873
・
9
0
3
2

主
催
＝
体
育
協
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

そ
の
他

 
 

大
東
市
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修
会

●
と
き
・
と
こ
ろ
＝
2
月
19
日
㈯
午
後
6
時

〜
8
時　

市
民
会
館　

●
内
容
＝
講
義
「
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
に
必
要
な
医
学
的
知
識
」　

●
講
師
＝
い
き
い
き
大
東
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

健
康
運
動
指
導
士
・
今
井
隆
太
朗
さ
ん　

●

対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で
、
社

会
体
育
な
ど
に
か
か
わ
っ
て
い
る
人
や
指
導

者
を
志
し
て
い
る
人　

●
定
員
＝
先
着
70
人

m
t
2
月
15
日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
870
・
9
1
0
6　

f
870

・
9
6
8
7募　

　
　
　
　

集

市
議
会
市
民
レ
ポ
ー
タ
ー

●
内
容
＝
市
議
会
の
運
営
や
市
議
会
広
報
に

　

大
東
市
の
東
部
に
そ
び
え
る
飯
盛
山

に
は
、
戦
国
時
代
に
畿
内
を
治
め
た
三

好
長な
が

慶よ
し

の
居
城
で
あ
っ
た
飯
盛
城
跡
が

残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
山
頂
部
分
の

「
高た
か

櫓や
ぐ
ら

郭ぐ
る
わ

」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
楠く
す

木の
き

正ま
さ

行つ
ら

の
像
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飯
盛
山
の
西
の
ふ
も
と
、
大
東
市

北
条
か
ら
四
條
畷
市
南
野
に
か
け
て

の
一
帯
は
、
南
北
朝
時
代
の
正し
ょ
う

平へ
い

3

（
1
3
4
8
）
年
1
月
、
南
朝
方
の
楠

木
正
行
と
北
朝
方
の
高こ
う

師の
も
ろ

直な
お

が
、
南
北

に
縦
断
す
る
東
高
野
街
道
を
主
な
舞
台

と
し
て
戦
っ
た
、
四し

條じ
ょ
う

縄な
わ

手て

合
戦
の
古

戦
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
銅
像
は
、
そ
の
合
戦
で
討
ち
死

に
し
た
正
行
を
し
の
ん
で
、
昭
和
12
年

6
月
、
小
楠
公
会
が
中
心
と
な
っ
て
建

て
た
も
の
で
、
元
東
京
美
術
学
校
教
授

黒
岩
淡
哉
氏
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も

の
で
す
。
昭
和
18
年
の
戦
時
中
に
は
供

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
後
、
昭
和
47
年

に
地
元
の
篤
志
家
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ

ま
し
た
。
銅
像
は
四
條
縄
手
合
戦
前
に

立
ち
寄
っ
た
、
吉
野
の
如
意
輪
堂
の
壁

に
辞
世
の
句
を
書
き
終
え
た
姿
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
場
で
あ
っ
た
こ
の
地
域
に
は
、
楠

木
正
行
や
四
條
縄
手
合
戦
に
関
連
し
た

事
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
大
東
市

域
で
は
こ
の
銅
像
の
ほ
か
に
も
、
北
条

6
丁
目
に
楠
木
正
行
を
弔
っ
た
と
さ
れ

る
十
念
寺
や
、「
ハ
ラ
キ
リ
・
古こ

戦せ
ん

田だ

」

と
い
う
小こ

字あ
ざ

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
四
條
畷
市
域
で
は
楠
木
正
行
や
そ

の
家
来
で
あ
っ
た
和に
ぎ

田た

賢か
た

秀ひ
で

の
も
の
と

伝
わ
る
墓
が
あ
り
、
飯
盛
山
の
北
の
ふ

も
と
に
は
、
正
行
と
そ
の
家
臣
を
祀ま
つ

っ

た
四
條
畷
神
社
が
明
治
23
年
に
創
建
さ

れ
て
い
ま
す
。 

（
生
涯
学
習
課
）

第 17話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑥

『
要よ
う

塞さ
い
の　

山
城
に
立
つ

 

正ま
さ

行つ
ら

公こ
う

』

北条6丁目・十念寺前の碑

飯盛山頂に建つ楠木正行像

なくそうポイ捨て！　今、問われる喫煙ルール！
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